
第３３７回 昭和の森自然観察会 

今日から始めよう バードウォッチング 
 

テーマ 野鳥の食べるもの 
 

 

←大きなフナを丸呑みするカワウ 

 

 

 

 

↓サクラの花芽を食べるウソ 

 

主催 千葉市緑公園緑地事務所  

 千葉県自然観察指導員協議会       



野鳥の食べる物 

 

人間も野鳥もすべての動物は生きるために何か物を食べなければなりません。 

鳥が何を食べて生きているか、その全容は到底分かりませんが、これまでの野外観察や、ＴＶなどの画像、文献

などからその一部か垣間見えます。 

単に植物の実や種を餌にすると言っても利用する植物の種類は多く、食べる部分や食べ方など多彩であるのは事

実です。餌が動き回る動物であれば捕まえる方法も色々、食べ方も色々です。 

それらを右の表にまとめて見ましたが、表はまだ不完全で観察者の見間違いや思い違い等があると思いますから、

皆さんの目で確かめた上、修正して精度を高めて下さい。 

それぞれの種類が多様な食物を巧みに利用している結果、沢山の種類の野鳥が地球上に生きてけるのだと思いま

す。もし同じ食べ物に集中して争えば、共倒れになってしまうでしょう。 

 

 

柿を突っつくムクドリ                サクラの蜜をなめるメジロ 

 

ボラを鷲づかみのミサゴ               ミミズを丸呑みするアカハラ 

 

地球上に鳥類が現れてから絶え間ない生存競争の結果、色々な種類が盛衰を繰りかえしてきたと思います。 

生存競争の勝者は必ずしも体が大きく力の強いものとは限りません。その時々の環境に適合して十分な餌が確保

できれば、力の弱いものでも繁栄できるでしょう。 

人為的な自然破壊や気候変動により野鳥を取り巻く環境が大きく変わりつつあります。 

これからも環境にうまく適応出来て十分な餌を確保した種類が繁栄し、できなければ絶滅するかもしれません。

生きる事と食べる事は同じ意味かもしれません 

  





ヒヨドリ大繁栄の秘密 

都市部の公園から校外、山地まで樹林のある所では必ずと言って良いほどヒヨドリの声が聞こえます。 

色彩は地味、声も騒がしくてバードウォッチングでは人気がありません。 

しかし、この鳥の

分布範囲はほぼ

日本に限られま

すから世界的に

見ればかなりの

珍鳥と言えます。 

 

 

 

（着即部分に分布 北海道では越冬せず）   （渡りをする大群 千葉県富津岬にて） 

70 年前まで関東では冬に渡来するだけの鳥でしたから、関東で初めて繁殖が確認されたときは野鳥観察者にと

ってビッグニュースだったそうです。その後短期間に繁殖地を広げ大繁栄している秘密は何でしょうか？ 

色々な種類の木の実を食べるだけでなく、果樹、花の蜜、花弁、野菜の葉、セミなどの昆虫まで食べ、雛にカタ

ツムリを与えた事もありました。とにかく何でも食べる逞しい鳥です。 

にも拘わらず生息範囲が狭いのも不思議で、興味がつきません。 

ヒヨドリ以外に増えていると思える鳥の種類はカワウ、オオバン、オシドリ、ハクセキレイ等があります。 

理由はそれぞれ異なると思いますので、更なる正確な調査、観察が必要です。 

 

 （ロウバイの花弁を食べる）            （カタツムリを雛に与える） 

 

お願い 観察会の様子を撮影し、ホームページや広報に使います。撮影お断りの方は事前に申し出て下さい。 

今月の担当は 坂本文雄 田邊裕美  

 

 

来月の昭和の森 行事案内 

2020年 2月 9日(日) 13時～15時 12:40から受付 

テーマ：「冬の植物の過ごし方」 

集合場所 第 2駐車場近くの東屋 

参加費 50円（保険料） 

 



北総の野鳥６０種 ミニ図鑑（冬期版） 

   

1 キジ  キジ目  キジ科 ２ オシドリ  カモ目 カモ科 3 オカヨシガモ カモ目 カモ科 

   

4 ヒドリガモ カモ目  カモ科 5 マガモ  カモ目 カモ科 6 カルガモ カモ目 カモ科 

   

7 ハシビロガモ カモ目 カモ科 8 オナガガモ  カモ目 カモ科 ９ コガモ  カモ目 カモ科 

    

10 ホシハジロ  カモ目 カモ科 １１ キンクロハジロ カモ目カモ科 1２カイツブリ カイツブリ目 カイツブリ科 

   

１３ キジバト  ハト目  ハト科 14 カワウ カツオドリ目 ウ科 15ゴイサギ ペリカン目 サギ科 



   

16 アオサギ ペリカン目 サギ科 17ダイサギ ペリカン目 サギ科 18 コサギ ペリカン目 サギ科 

   

19 バン  ツル目   クイナ科   20 オオバン ツル目 クイナ科 21 ミサゴ  タカ目 ミサゴ科 

   

２２ トビ   タカ目   タカ科 23 オオタカ タカ目  タカ科 24 ノスリ  タカ目  タカ科 

   

25 フクロウ フクロウ目 フクロウ科 26 カワセミ ブッポウソウ目カワセミ科 27 コゲラ キツツキ目 キツツキ科 

   

28アカゲラ キツツキ目キツツキ科 29チョウゲンボウ ハヤブサ目 ハヤブサ科 30 モズ  スズメ目 モズ科 

 

 



   

31 カケス スズメ目 カラス科 32 オナガ スズメ目 カラス科 33ハシボソガラス スズメ目カラス科 

   

34ハシブトガラス スズメ目カラス科 35ヤマガラ スズメ目 シジュウカラ科 36 シジュウカラ スズメ目シジュウカラ科 

   

37 ヒバリ スズメ目 ヒバリ科 38 ヒヨドリ スズメ目 ヒヨドリ科 39 ウグイス スズメ目ウグイス科 

   

40 エナガ スズメ目 エナガ科 41 メジロ スズメ目 メジロ科 42 ヒレンジャク スズメ目レンジャク科 

   

４３ムクドリ スズメ目ムクドリ科 44 トラツグミ スズメ目 ヒタキ科 45シロハラ スズメ目 ヒタキ科 

 

 



   

46アカハラ スズメ目ヒタキ科 47 ツグミ スズメ目 ヒタキ科 48ルリビタキ スズメ目ヒタキ科 

  
 

49ジョウビタキ スズメ目ヒタキ科 50スズメ スズメ目 スズメ科 51キセキレイ スズメ目セキレイ科 

   

52ハクセキレイ スズメ目セキレイ科 53セグロセキレイ スズメ目 セキレイ科 54 タヒバリ スズメ目セキレイ科 

   

55 カワラヒワ スズメ目アトリ科 56ベニマシコ スズメ目 アトリ科 57ホオジロ スズメ目ホオジロ科 

   

58 カシラダカ スズメ目ホオジロ科 59 アオジ スズメ目 ホオジロ科 60オオジュリン スズメ目ホオジロ科 

 

制作 千葉県自然観察指導員協議会      写真 坂本文雄 
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